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新川崎・創造のもりイノベーション拠点整備事業の整備・運営事業者の 

公募・選定結果 －優先交渉権者等を決定しました－ 

 
１ 事業名称 

  新川崎・創造のもり イノベーション拠点整備事業 
 
２ 事業の概要 

  所 在 地：川崎市幸区新川崎７番１号  
事業内容：統括マネジメント業務、施設整備業務、維持管理業務、運営業務 
 

３ 優先交渉権者 

  代表企業：三菱地所株式会社 

構 成 員：東急不動産株式会社、プライムライフテクノロジーズ株式会社 

 

４ 優先交渉権者の総合評価点（満点：1,000 点） 

  779.57 点 

 

５ 優先交渉権者の提案事業期間 

  設 計：令和８～９年度 
建設工事：令和９～11年度中 
開業予定：令和 11年度 
事業期間：定期借地権設定契約を締結してから７０年間 

 
６ 次点交渉権者 

  代表企業：大和ハウス工業株式会社 東京本店 
構成員：ヒューリック株式会社 
総合評価点：699.57 点 
 

７ 事業者提案の概要 

  別紙のとおり 

本市では、令和７年３月に策定した「新川崎・創造のもりの機能更新に向けたイノベーション

拠点整備基本計画」に基づき、新川崎・創造のもり（幸区）において、量子・AI・半導体・Beyond5G

等の最先端コンピューティング、DX 分野の「知」と「人材」の集積地の形成に向けた取組を

推進しています。 

民間事業者の創意工夫・アイディア・ノウハウ等を生かしたイノベーション拠点整備と運営

管理を行うため、令和７年９月３日に公募型プロポーザル方式による事業実施者の募集を

行ったところ、２グループから応募・提案がありました。 

これらのグループからの提案内容を、学識経験者等で構成する「経済労働局民間活用事業者

選定評価委員会」において審査し、最優秀提案者等の選定を行いました。この審査結果等を踏

まえ、このたび、優先交渉権者等を決定しました。 

なお、審査講評は、ホームページで後日公表します。 

【問合せ先】 

川崎市経済労働局イノベーション推進部 藤本 

電話 044-200-3895 



（ 仮 称 ） Qu an t um  Bu s i n e s s
I n c u b a t i o n  C e n t e r （ QB IC ）

川 崎 と 世 界 を つ な ぐ 量 子 の 未 来 を 牽 引 す る 街 づ く り
～ P o C で 終 わ ら せ な い 「 未 来 」 が 動 き 出 す 街 へ ～

量 子 ･ A I  ･ 半 導 体 等 の
最 先 端 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ､ D X 分 野 の

『 知 』 と 『 人 材 』 の 集 積 地 の 形 成 を 目 的 に ､
研 究 開 発 ･ 実 証 ･ 社 会 実 装 を 一 体 的 に 推 進 す る 拠 点

別紙

(1/２)

「都市型PoC/社会実装拠点：QBIC」

イノベーション･エコシステムの成⾧エンジンとなる

•当グループは､社会実装に最も近いフェーズでの実証・共創
を担う都市型PoC/社会実装拠点:QBIC(仮称)を設立
し､国の研究機関や企業の取組と補完し合う連携体制を構
築します。

•ハード面での研究環境を整備すると共に､量子等に関連する
企業・人材を誘致し､市内外の研究機関･企業との連携と
共創を推進します。さらにPoCから事業化までを実現するた
めの人材育成や支援体制を体系的に整備し､継続的にイノ
ベーションが生まれる環境を育みます。

広域・国際的な量子エコシステムへ

新川崎･創造のもりを起点とした活動を拡大し

•QBICを核とし､市内の研究開発拠点や市内企業と連携し研
究・実証・教育プロジェクトが相互に影響し合う量子イノベーション
パークの基盤を形成します。 QBICを､「基礎研究」と「量子活用
企業群」を結ぶ“中間拠点”として位置づけ､研究成果をPoCか
ら社会実装へと確実に橋渡しします。

•これらの取組みにより､新川崎・創造のもりを起点とする活動を市
内全域へ広げ､国際的に展開する量子エコシステムへと段階的に
発展させます。

提案概要

QIH
（理化学研究所、産業
技術総合研究所等）




